
超実力派　 エネルギッ シュ 上北

令和５ 年度

管 内 概 要

青森県上北地域県民局地域整備部

写真： 国道3 3 8 号 橋梁架替( 高瀬川第二橋) 事業



市 町 村 面　 積（ ㎢） 人　 口（ 人）

十 和 田 市 725. 65 58, 727 

三 沢 市 119. 87 38, 037 

野 辺 地 町 81. 68 11, 701 

七 戸 町 337. 23 13, 948 

六 戸 町 83. 89 10, 309 

横 浜 町 126. 38 4, 089 

東 北 町 326. 50 15, 811 

お い ら せ 町 71. 96 24, 206 

六 ヶ 所 村 252. 94 10, 080 

管 内 計 2, 126. 10 186, 908 

青 森 県 全 体 9, 645. 66 1, 214, 864 

事 業 別
Ｒ ４ （ 当初） 　 Ｒ ５ （ 当初） 　 前 年 度 比

補助 県単 計 補助 県単 計 補助 県単 計

道 路 5, 638, 787 1, 710, 569 7, 349, 356 6, 042, 417 1, 971, 699 8, 014, 116 1. 07 1. 15 1. 09

都市計画 0 0 0 0 0 0 － － －

河 川 360, 000 375, 419 735, 419 266, 000 509, 635 775, 635 0. 74 1. 36 1. 05

災 害 0 0 0 0 0 0 － － －

砂 防

急 傾 斜
70, 000 268, 401 338, 401 92, 000 298, 789 390, 789 1. 31 1. 11 1. 15

海 岸 90, 000 51, 478 141, 478 96, 000 70, 440 166, 440 1. 07 1. 37 1. 18

港 湾 142, 500 174, 500 317, 000 282, 900 158, 152 441, 052 1. 99 0. 91 1. 39

下 水 道 178, 600 192, 877 371, 477 48, 000 194, 353 242, 353 0. 27 1. 01 0. 65

県営住宅 0 4, 300 4, 300 0 5, 400 5, 400 － 1. 26 1. 26

営 繕 0 0 0 0 0 0 － － －

合 計 6, 479, 887 2, 777, 544 9, 257, 431 6, 827, 317 3, 208, 468 10, 035, 785 1. 05 1. 16 1. 08

人口 Ｒ ５ .３ .１ 現在　 青森県の推計人口（ 県統計分析課）

面積 Ｒ ５ .１ .１ 現在　 全国都道府県市区町村別面積調（ 国土地理院）

令和５ 年４ 月現在（ 単位: 千円）

はじ め に

■ 令和５ 年度事業費調べ( 県当初予算） ■ 機構( 定数内職員59名）

■ 管内市町村勢概要

部　

長

次　

長
建 設 管 理 課

用 地 課

企 画 整 備 課

道 路 施 設 課

高規格道路建設課

河川砂防施設課

建 築 指 導 課

むつ小川原港

管 理 所 長

むつ小川原港

管 理 所

　 上北地域県民局地域整備部が所管する地域は、 本県を 地

形的に二分する 八甲田山系の東側に位置し 、 管内市町村数

９ （ ２ 市、 ６ 町、 １ 村) 、 面積約 2, 126平方キロ メ ート ル

( 県土占有率22% ) 、 管内人口約19万人( 県人口占有率15% )

と なっ ています。

　 上北地域は、 北部は陸奥湾、 東部は太平洋に面し 、 西部

には広大な自然景観を 有する 八甲田山系が連なり 、 南西部

の秋田県と の県境には神秘の湖と 優美な渓流で知ら れる十

和田湖・ 奥入瀬渓流、 北東部太平洋岸付近には県内随一の

広さ を 持ち 、 水産資源に恵まれた小川原湖など、 多く の自

然・ 観光資源を 有し ています。

　 上北地域の南部には、 十和田湖に源を 発し 太平洋へ注ぐ 、

流域住民が「 母なる 川」 と し て守り 育んでき た奥入瀬川が

流れており 、 地域に潤いと 恩恵を も たら し ています。

　 道路は、 幹線と し て、 みち のく 有料道路や国道4号、 国

道102号などがある ほか、 国道45号上北道路、 国道279号下北半島縦貫道路（ 野辺地IC～横浜吹越IC） が順

次供用さ れています。 また、 国道103号青撫山バイ パスなどの整備が進めら れており ます。

　 東北新幹線七戸十和田駅や三沢空港を 有し ており 、 陸と 空の両面において本県の交通の要衝と なっ ています。

　 また、 周辺環境や景観を 調和し た形で、 風力発電施設、 太陽光発電施設などの再生可能エネルギーの導入

が進んでおり 、 特に、 六ヶ 所村のむつ小川原港開発地区では、 ク リ ーン エネルギー、 国家石油備蓄基地、 原

子燃料サイ ク ル施設、 核融合関連施設、 研究機関等が立地し ており 、 多様なエネルギー関連施設が集積し て

います。

　 当部では、 安全で円滑な道路交通を 確保するための道路事業、 自然災害から 国土を 保全するための河川・

海岸・ 砂防等事業、 海路によ る 物流を 支える と と も に十和田湖遊覧船観光を 支える 港湾事業、 十和田湖の水

質保全に寄与する下水道事業、 良質な居住環境を 提供する 県営住宅事業などを 行っ ています。
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下北半島縦貫道路

１ ． 概　 要

２ ． 整備状況

下北半島縦貫道路は、 下北地方と 県内他地域の交流を 促進する と と も

に、 下北半島国定公園地域の広域観光ルート を 形成し 、 かつ、 むつ小川

原開発計画の支援などを目的に地域高規格道路と し て整備し ています。

全 体 計 画 供 用 開 始 事業 着手 年度 全体事業費 R ５ 事業費

国道279号

野辺地バイ パス
L= 6. 9 ㎞

H16. 11. 26

H17. 12. 22
昭和60年度 約159 －

国道279号

有戸バイ パス
L= 6. 3 ㎞ H16. 11. 26 平成5年度 約126 －

国道279号

有戸北バイ パス
L= 6. 3 ㎞ H24. 11. 13 平成12年度 約108 －

国道279号

吹越バイ パス
L= 5. 8 ㎞ H29. 11. 15 平成20年度 約93 －

国道279号

横浜南バイ パス
L= 7. 0 ㎞ 未供用 平成25年度

約174

（ 見込み）
13. 77

国道279号

横浜北バイ パス
L= 10. 4 ㎞ 未供用 平成28年度

約196

（ 見込み）
9. 69

（ 単位： 億円）

国道279号下北半島縦貫道路横浜吹越イ ンタ ーチェ ンジ以北

事業概要

　 下北半島縦貫道路は､下北地方生活圏の中心都市｢むつ市｣と 東北縦貫自動車道八戸線を 結び､

下北・ 南部・ 青森地方生活圏の地域間連携強化、 下北地方の産業等の発展を 支援する地域高規

格道路
※１

と し て広域道路整備基本計画
※２

に基づき 整備し ています。

区間及び延長 道路規格

起　 点 ： 青森県むつ市

終　 点 ： 青森県上北郡七戸町

延　 長 ： 約70キロメ ート ル

道路の種類： 自動車専用道路

道路車線数： 4車線及び2車線

道路の区分： 第1種第2級及び第1種3級

設 計 速 度： 100km/h及び80km/h

標準的な箇所の道路の断面図
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13. 50m 12. 00m

盛土や切土、 中小橋り ょ う の区間 長大橋り ょ う ( 延長50m以上) の区間

地 域 高 規 格 道 路 下北半島縦貫道路 計画概要図



道　 路

河　 川

ダ　 ム( 清水目ダム)

１ ． 概　 要

１ ． 概　 要

１ ． 概　 要

２ ． 令和５ 年度主要事業

２ ． ダム等諸元

２ ． 令和５ 年度主要事業

　 河川の氾濫によ る 災害を 未然に防ぎ、 生命、 財産を守る ため、 令和５

年度は高瀬川（ 七戸川） 、 明神川の２ 河川の整備を 進めます。

　 二級河川野辺地川の洪水被害解消のため、 当時の県農林部が昭和53

年度～平成13年度に建設し 、 平成14年度から 河川管理者である 上北地

域県民局地域整備部に管理が移行し 、 現在に至っ ています。

　 道路は県土の骨格を 形成し 、 都市間ネッ ト ワーク の形成及び豊富な観

光資源の活用を 支え、 交通安全確保や自然災害に強いこ と を 目的に整備

さ れます。

　 令和５ 年度は、 国道394号榎林バイ パスなど各工区の整備を進めます。

　 また、 国道102号奥入瀬渓流沿いの落石対策と し て、 道路災害防除工

事を実施し ます。

（ 単位： 百万円、 ％）

（ 単位： 百万円、 ％）

事 業 名 路 線 名 所 在 地 全 体 計 画
事 業
期 間

全　 体
事業費

Ｒ ５
事業費

Ｒ ５ 末
進捗率

改 築

国道３ ９ ４ 号
七 戸 町

榎 　 林

整備延長

L= 3, 400m
Ｈ 21～ 5, 120 132 90. 5

馬門野辺地線
野 辺 地 町

馬 門 道

整備延長

L= 550m
Ｈ 28～ 1, 570 252 71. 3

橋 梁 補 修

国道３ ３ ８ 号
六 ヶ 所 村

二 又 橋

整備延長

L= 170m
Ｈ 29～ 849 271 92. 7

水喰上北町(停)線
七 戸 町

甲 地 橋

整備延長

L= 209m
Ｒ 3～ 642 147 24. 7

凍 雪 害 防 止 戸来十和田線
十 和 田 市

中渡～松屋敷

整備延長

L= 1, 820m
Ｒ 4～ 700 45 15. 7

災  害  防  除 国道１ ０ ２ 号
十 和 田 市

奥 瀬 ２

整備延長

L= 1, 000m
Ｈ 22～ 815 58 65. 5

交  通  安  全 国道３ ３ ８ 号
おいら せ町

二 川 目

整備延長

L= 1, 600m
Ｈ 25～ 1, 380 42 86. 2

事 業 名 河川名 所 在 地 全 体 計 画
事 業
期 間

全 体
事業費

Ｒ ５
事業費

Ｒ ５ 末
進捗率

広 域 河 川 改 修
高瀬川

( 七戸川)

東北町

七戸町

整備延長

L= 21, 220m
S55～ 17, 448 0 52. 9

洪 水

特 定 対 策 推 進

高瀬川

( 七戸川)

東北町

七戸町

整備延長

L= 1, 400m
R2～ 2, 520 166 43. 5

総 合 流 域 防 災 明神川 おいら せ町
整備延長

L= 3, 670m
H18～ 3, 287 0 60. 1

洪 水

特 定 対 策 推 進
明神川 おいら せ町

整備延長

L= 1, 470m
R4～ 1, 000 100 24. 0

ダ 　 　 　 ム 貯 　 　 水 　 　 池

河 川 名 二級河川野辺地川 集 水 面 積 17. 0㎢

位 置 東北町字清水目深山地内 湛 水 面 積 0. 29㎢

形 式 重力式コ ンク リ ート ダム 総 貯 水 容 量 2, 630, 000㎥

目 的 洪水調節 堆 砂 量 510, 000㎥

堤 高 33. 50m 設 計 洪 水 位 EL. 122. 50m

堤 頂 長 195. 00m サーチャ ージ水位 EL. 120. 90m

堤 体 積 79, 500㎥ 常 時 満 水 位 EL. 108. 60m

洪水調節方式 穴あき無操作方式 計 画 放 流 量 70. 0㎥/s

明神川特定洪水対策推進事業（ おいら せ町）

馬門野辺地線（ 野辺地橋） 工事（ 野辺地町）

国道394号（ 榎林バイ パス） 工事（ 七戸町）

清水目ダム全景（ 東北町）



海　 岸

砂　 防

急傾斜地　

１ ． 概　 要

１ ． 概　 要

１ ． 概　 要

２ ． 令和５ 年度主要事業

２ ． 令和５ 年度主要事業

２ ． 令和５ 年度主要事業

　 津波、 高潮、 波浪等による 海岸災害から 守り 、 護岸の機能回復を 図る た

め、 令和５ 年度は、 百石海岸で堤防の津波対策を 、 木明海岸では老朽化施

設の補修整備を進めます。

　 土石流から 人命や財産を守る ため、 土砂災害防止を重点と し た砂防事

業を 進めており 、 令和５ 年度は３ 渓流の砂防えん堤、 併せて既設砂防え

ん堤の機能向上を 目的と し た流木対策、 緊急改築事業を 進めます。

　 急傾斜地の崩壊によ る 災害の防止を 図る ため、 急傾斜地崩壊防止工事

を 進めており 、 令和５ 年度は、 ８ 箇所（ 公共１ 箇所、 県単７ 箇所） の整

備を 進めます。

（ 単位： 百万円、 ％）

（ 単位： 百万円、 ％）

（ 単位： 百万円、 ％）

事 業 名 海 岸 名 所 在 地 全 体 計 画
事業
期間

全　 体
事業費

Ｒ ５
事業費

Ｒ ５ 末
進捗率

津波危機管理対策緊急 百石海岸
おいら せ町

一 川 目

堤 防 工

L=  2, 620m
H24～ 1, 200 46 56. 0

老 朽 化 対 策 緊 急 木明海岸
野 辺 地 町

蟹 田

護 岸 工

L=  303m
R2～ 1, 000 20 31. 3

事 業 名 渓 流 名 所 在 地 全 体 計 画
事業
期間

全　 体
事業費

Ｒ ５
事業費

Ｒ ５ 末
進捗率

火 山 砂 防

東 湖 北 沢
十和田市

奥 瀬
砂防えん堤1基 H29～ 225 20 22. 4

中 村 沢
十和田市

深 持
砂防えん堤1基 H29～ 290 0 48. 0

中宇樽部沢
十和田市

奥 瀬
砂防えん堤1基 H30～ 400 0 23. 7

総合流域防災

( 流木対策)
中六ヶ 所沢

六ヶ 所村

泊 外

既設不透過型砂防えん堤

6基の流木対策
H31～ 275 30 93. 8

砂 防

メ ン テナン ス
オ モ 沢 外

十和田市

法 量

既設不透過型砂防えん堤

3基の改築
R1～ 210 10 60. 4

事 業 名 区 域 名 所 在 地 全 体 計 画 事業期間
全 体
事業費

Ｒ ５
事業費

Ｒ ５ 末
進捗率

急 傾 斜 地

崩 壊 対 策
瓢

ふく べ

２ 号 おいら せ町
整備延長 L= 225. 0m

法 面 工 A= 3, 300㎡
H27～R7 220 20 72. 7

百石海岸津波危機管理対策緊急事業 （ おいら せ町）

船橋区域急傾斜地崩壊対策事業（ 野辺地町）

（ 流木対策）  押付沢総合流域防災砂防事業（ 六ケ所村）



港　 湾

下水道( 　 　 　   ) 建　 築

財産管理・ 用地関係

十和田湖特定環境
保 全 公 共 下 水 道

１ ． 概　 要

１ ． 概　 要

１ ． 令和４ 年度占用等許可状況

概　 要

２ ． 令和５ 年度主要事業

２ ． 諸　 元（ 現況）

2 ． 令和４ 年度用地取得及び補償実績

　 重要港湾むつ小川原港は太平洋岸に位置し 、 むつ小川原開

発計画を 背景に昭和53年から 港湾建設工事に着手し 、 現在５

千ト ン 岸壁２ バース、 ２ 千ト ン 岸壁８ バース等の施設が完成

（ 暫定含む） し ています。

　 その他、 地方港湾と し て陸奥湾に位置する 野辺地港と 十和

田湖に位置する 子ノ 口港、 休屋港を 管理し ています。

　 十和田湖及び奥入瀬渓流の自然環境保全や十和田湖周辺に

住む人々の生活環境の改善を 図るため、 隣県の秋田県と 共同

で昭和55年度から 事業着手し 、 平成３ 年度より 供用開始し て

います。

　 現在は、 公募によ り 指定管理者に選定さ れた( 公財) 青森県

建設技術セン タ ーが日常の維持管理を 行っ ており 、 施設の改

築・ 更新は、 平成23年度から は下水道長寿命化支援制度、 さ

ら に、 平成29年度から は下水道スト ッ ク マネジメ ン ト 計画に

基づき 行っ ています。

（ 単位： 百万円、 ％）

処 理 面 積 143. 0ha （ 青森県89. 1ha、 秋田県53. 9ha）

処 理 能 力 4, 850㎥／日

幹 線 管 渠 延 長 20. 0km （ 青森県10. 7km、 秋田県9. 3km）

ポ ン プ 場  6箇所（ 青森県 4箇所、 秋田県 2箇所）

マンホールポンプ 20箇所（ 青森県 6箇所、 秋田県14箇所）

処

理

場

名 称 十和田湖浄化センタ ー

位 置 十和田市大字奥瀬字十和田湖畔宇樽部361-4

面 積 5. 0ha

処 理 方 法 長時間エアレ ーショ ン法

放 流 先 十和田市焼山地内（ 十和田橋）

放 流 河 川 奥入瀬川

総 事 業 費 約138億円（ 青森県約98億円、 秋田県約40億円）

関 連 市 町 村 青森県十和田市、 秋田県鹿角郡小坂町

①　 建築指導

　 建築物の敷地、 構造、 設備等の安全や利便性の確保及び快

適な居住環境の整備並びに安心・ 安全なまちづく り の推進の

ため、 主に下記の手続き 等に関する業務を 行っ ています。

　 〇建築基準法による建築確認申請及び中間・ 完了検査等

　 〇建築基準法による建築物等の定期調査（ 検査） 報告

　 〇建築基準法による違反建築物等の是正指導及び防災査察

　 〇長期優良住宅促進法による各種認定申請及び届出

　 〇建築物省エネ法による各種認定申請及び届出

　 〇エコ まち法による低炭素建築物新築等計画認定申請等

　 〇建設リ サイ ク ル法による建築物解体工事等の届出

　 〇福祉のまちづく り 条例による特定建築物新築等の届出

　 〇浄化槽法による浄化槽設置届の人槽算定に関するこ と

②　 県営住宅

　 公営住宅法に基づき 整備し 、 住宅に困窮する 低額所得者に

低廉な家賃で賃貸する 住宅について、 入退居管理、 家賃等の

収納及び維持修繕等の業務を 行っ ています。

管理戸数等の状況

所 在 地 団 地 名 構造規模 棟 数 戸数 備 考

十和田市 上平団地 Ｒ Ｃ ２ Ｆ 10 52

三 沢 市 桜町団地 Ｒ Ｃ ６ Ｆ 1 35 市営住宅併存

計 2 団地 11 87

事 業 名 区 域 名 所 在 地 全 体 計 画
全　 体
事業費

Ｒ ５
事業費

Ｒ ５ 末
進捗率

統 合 補 助
む つ

小川原港

六ヶ 所村

鷹 架

浚渫工(-7. 5m)

V=  50, 000㎥
498 102 41

海 岸 高 潮

対 策
野辺地港

野辺地町

馬 門

離岸堤嵩上げ

L= 750m
1, 152 199 92

港 整 備

交 付 金
野辺地港

野辺地町

馬 門 外

鋼材の防食

L= 638m外
285 54 81

区 分 件　 数 使用料等(円)

道 路 占 用 許 可 822 37, 776, 934

道路工事施工承認 29 -

河 川 占 用 許 可 280 5, 430, 277

海 岸 占 用 許 可 8 28, 753

国有財産使用許可 0 0

採 取 計 画 認 可 22 726, 900

港湾施設使用許可 1, 355 91, 360, 850

合 計 2, 516 135, 323, 714

事 業 別 用地費総額( 円)

用 地 買 収 費 補 償 費

取得筆数( 筆) 地 積 (  ㎡ ) 金 額 (  円 )
補償

件数
金 額 (  円 )

公 共 事 業 390, 863, 187 111 56, 764. 09 76, 262, 173 65 314, 601, 014

県 単 事 業 10, 886, 405 5 170. 86 393, 803 14 10, 492, 602

合 計 401, 749, 592 116 56, 934. 95 76, 655, 976 79 325, 093, 616

むつ小川原港（ 六ヶ 所村）

むつ小川原国家石油備蓄基地むつ小川原国家石油備蓄基地 低レ ベル放射性廃棄物貯蔵施設低レ ベル放射性廃棄物貯蔵施設

再処理施設

鷹架地区

新納屋地区

ウラ ン 濃縮施設処処処理処理再処理処処再処処処処処理処処理再処理再処理再処理処処理再処理処再処理再処理再処理処処理処理処処再処理再 理施施施施施設施設施施設施施設施施施設施施設施施設施設施施施施施施施施施施施再処理施設

新納屋新納屋新納屋新納新納屋新納納屋新納屋納屋新納屋納屋屋納屋納納屋納屋納屋屋地区地区地地区地地区地区地区地区地地区区区区区新納屋地区

ウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンウラ ンラ ンンウラ ンウウラ ンウラウラ ンウララウウ 濃縮施濃縮施濃縮施濃縮施縮施濃縮施濃濃縮施縮施施濃縮施縮施施施濃縮施施濃縮施濃濃濃濃縮施濃縮 設設設設設設設設設設設ウラ ン 濃縮施設





■ 管内９ 市町村プロフ ィ ール

十和田市

「 現代美術館」

三 沢 市

「 ミ スビ ード ル号記念広場」

東 北 町

「 日の本中央の碑」

野辺地町

「 のへじ 光物語」

六 戸 町

「 舘野公園」

おいら せ町

「 春のいち ょ う 公園」

横 浜 町

「 菜の花」

七 戸 町

「 天王つつじ まつり 」

六ケ所村

「 夕日のマテ小屋」

青森県上北地域県民局地域整備部
　  〒0 3 4 -0 0 9 3 　 十 和 田 市 西 十 二 番 町 2  0  -1  2
　  TEL  0 1 7 6 -2 2 -8 1 1 1 ( 代表)  FAX 0 1 7 6 -2 3 -4 3 9 1

ホームページアド レ ス 　 http s ://w w w .p re f .a om ori.lg .jp/s o s h ik i/k e nm in/to-ke ndo/

青森県上北地域県民局地域整備部むつ小川原港管理所
　  〒0 3 9 -3 2 1 5 　 上北郡六ヶ 所村倉内字笹崎5 2 1 - 2

　  TEL   0 1 7 5 -7 4 -2 3 4 4 　 　  FAX  0 1 7 5 -7 4 -2 2 8 8

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenmin/to-kendo/

